
（別紙３）

～ 2026年1月20日

（対象者数） 26名 （回答者数） 21名

～ 2026年1月20日

（対象者数） 8名 （回答者数） 8名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

・TanQ実施後は反省を行い改善が必要な場合には修正・工夫
しより良いプログラムを提供できるようにしていく
・日本独自のイベントも意識的に取り入れ文化に触れる機会
を作る

2

・時間に余裕を持った送迎を行い保護者様が日中の話も含め
聞きやすい・話しやすい状況を作り出す
・送迎時に話したことは引き続き朝礼や終礼で情報共有し支
援の向上に努める

3
・訓練等の周知も兼ねている為目を引くような構成を検討
・施設ごとのHPではなく、本社のHPに自己評価結果等が掲
載される為どこに掲載されるか周知が必要

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

・日々の生活で不安や問題が起きた場合には今まで通り個別
に対応を行っていく
・個別に参加できる方法や情報提供が可能な媒体の模索を行
う

2

・実際に学童や児童館と交流している他施設からノウハウを
学び自施設に落とし込める方法を探す
・外出レクを定期的に行い慣れない場所にも順応できるよう
に支援を行っていく

3

・ご契約がかなり前のご家庭も多い為昨年より”アプリ通信”
での周知を開始した
・文章だけでなく図なども取り入れ、普段と違う活動（訓
練）が掲載されていると知っていただく

○事業所名 アプリ児童デイサービス西みずほ台

○保護者評価実施期間 2025年12月10日

○保護者評価有効回答数

2025年12月10日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 2026年1月21日

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

・事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュア
ル、感染症対応マニュアル等が策定され、保護者に周知・説明
されているか
・非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓
練が行われているか

・現状マニュアルの策定及び訓練を行っており、ご契約時や”
アプリ通信”での周知に努めている
→依然として事業所評価時に”分からない”を選択されるご家庭
が多い

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

家族に対して家族支援プログラム(ペアレント・トレーニング
等)や家族等も参加できる研修会や情報提供の機会等が無い

・ご家族より研修会や家族支援向けプログラムの希望が無い為
現在実施していない
・個人情報保護の観点や他のご家庭との関わりを控えたいとい
うご意見から全体で行う行事が行えていない

放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活
動する機会が無い

・知らない場所や人に恐怖感を抱くご利用者様が多い為現状交
流が難しい
・感染症対策の観点からも行えていない

活動プログラムが固定化されないようにしている

・カレンダー形式でTanQを保管することで同じ系統のレクが
続かないようにしている
・季節感のあるテーマを取り入れている
特にクリスマスやハロウィンはご利用者様も楽しみにしてくだ
さっている為、力を入れている

日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの健康や発
達の状況について共通理解をもっている

・連絡帳や送迎時に日中の様子を細かく伝えている

定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用するこ
とにより、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや
保護者に対して発信している

・本社HPには自己評価の結果やブログを掲載
・月に1度紙面で”アプリ通信”を発行
・上記紙面にて活動概要や訓練の様子が分かるように写真を掲
載（掲載許可を得たご利用者様の写真のみ）

事業所における自己評価総括表公表


